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Ⅴ 施工管理記録様式 
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（白紙） 
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施工管理記録様式目次 

様式番号 名          称 備考 

１ 出来形測定品質管理総括表（表紙）  

２－１ 測定結果一覧表１  

２－２ 測定結果一覧表２  

２－３ 暗渠排水工事測定結果一覧表  

２－４ 牧草生育調査記録表  

３ 出来形管理図  

４ 度数表  

５ Ｘ 管 理 図  

５－１ Ｘ－Ｒ管理データシート  

５－２ Ｘ－Ｒ管理図  

６－１ Ｘ－Rs－Rm管理データシート  

６－２ Ｘ－Rs－Rm管理図  

７ 土質試験結果一覧表  

８ 土・凍上抑制層の突固め試験  

９ 現場における土の単位体積重量試験（砂置換法）  

10 盛土締固め総括表  

11 現場密度および締め固め時の含水比較試験取りまとめ図(取りまとめ例)  

12 凍上抑制層・路盤工材料試験成績一覧表  

13 凍上抑制層・下層路盤材料のふるい分け試験一覧表  

14 路盤材料の突固め及び修正CBR試験成績表  

15 路盤材締固め度測定総括表  

16 基層・表層工の骨材試験成績一覧表  

17 ふるい分け試験取りまとめ図（記載例）  

18 アスファルト混合物の温度測定結果一覧表  

19 アスファルト混合物の密度試験成績一覧表  

20 計量自記記録合格判定値  

21 計量自記記録値判定成果  

22 アスファルト合材の性質計算  

23 アスファルト合材舗設実績表  

24 舗装路面の平坦性測定  

24－１ 区画線出来形測定結果表（1）  

24－２ 区画線出来形測定結果表（2）  
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様式番号 名          称 備考 

24－３ 路面表示出来形測定結果表  

25 骨材試験成績一覧表  

25－１ コンクリート骨材ふるい分け試験取りまとめ図（記載例）  

26 コンクリート管理試験日報  

27 空気量、スランプ等の取りまとめ図  

28 コンクリート品質検査報告書  

28－１ 寒中コンクリート温度管理記録表（例）  

28－２ レディーミクストコンクリート配合計画書  

28－３ レディーミクストコンクリート納入書  

28－４ コンクリート強度試験表（シュミットテストハンマーによる）  

29 杭打ち成績表  

30 杭打込記録表（記載例）  

31 杭貫入量測定記録図  

32 場所打ち杭施工記録表  

33 場所打ち杭管理記録図（例）  

33－１ 矢板出来形管理表  

34 井筒・深礎施工記録表  

35 井筒・深礎施工管理図（例）  

36 PCグラウト試験  

37－１ プレストレッシング管理表(１)  

37－２      〃      (２)  

38 高力ボルト締付け検査記録票（例）  

39 キャンバー測定記録表  

40 膜厚測定記録  

41 塗膜厚の度数分布表  

42 欠  番  

43 欠  番  

44 欠  番  

45 欠  番  

46 欠  番  

47 欠  番  

48 欠  番  
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様式番号 名          称 備考 

49 

50 

欠  番 

欠  番 
 

51 欠  番  

52 欠  番  

53 点検表  

54 搬入主要資材検収整理簿  

55 工事写真帳（添付用紙）  

56 鉄筋組立検査一覧表  

57 欠  番  

58 欠  番  

59 起伏修正工(Ⅰ)における不陸均しの測定基準  

60 さく井工事柱状図  

61 均平度測定簿  

 
 



 

－
 
2
6
2
 
－
 

様 式(１)  

 

 

      年度        工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

                出来形測定 
総 括 表 

          （工   種）  品質管理 

 

 

                  種  目           

                                 

                                 

                                 

 

                 （施工者）      受注者名 

 

                 （現場代理人）    氏 名                  

 

                 （主任技術者 

                   または監理技術者） 氏 名                  

 

                  

 

 

 

              振興局          出張所 

 

注１．出来形（品質）管理図表は、本表紙様式に全工種分を一括綴りとすることができる。 

注２．工種は土木（盛土）、杭工（コンクリート杭）、コンクリート擁壁工等とし、種目は標準高、厚さ、巾等と記入する。 

 

 



 

－
 
2
6
3
 
－
 

様 式(２－１) 

 

測 定 結 果 一 覧 表 

 

測 定 者             

 

工種名             工種名             

測点 
設計値 

Ａ 

実測値 
Ｂ 

設計値との差 
Ｃ＝Ｂ－Ａ 

規格値 
Ｄ 

規格値との差 
Ｅ＝Ｂ－Ｄ 

 

測点 
設計値 

Ａ 

実測値 
Ｂ 

設計値との差 
Ｃ＝Ｂ－Ａ 

規格値 
Ｄ 

規格値との差 
Ｅ＝Ｂ－Ｄ 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

注（イ） 出来形管理の場合はＥ欄には記入する必要はない。 
（ロ） 品質管理の場合は必要な欄のみ記入し、他は空欄とする。 



 

－
 
2
6
4
 
－
 

様 式(２－２) 

 

測 定 結 果 一 覧 表 

 

工 種 名               測 定 者            

測  点 
   

備  考 
設 計 値 測 定 値 差 設 計 値 測 定 値 差 設 計 値 測 定 値 差 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           



 

－
 
2
6
5
 
－
 

様 式(２－３) 

暗渠排水工事測定結果一覧表 
 

ほ場番号       面積       ha 受益者名         測定者           

 

渠 番 号 

 

配 線 延 長 配 線 間 隔 上     流 中     間 下     流  

備 考 

 
設計延長 規 格 値 ㎜ 設計間隔 規 格 値 地 盤 高 設 計 深 規 格 値 地 盤 高 設 計 深 規 格 値 地 盤 高 設 計 深 規 格 値 

実測延長 -0.2%-1000 実測間隔 ±750 掘 削 高 掘 削 深 ±50 掘 削 高 掘 削 深 ±50 掘 削 高 掘 削 深 ±50 
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             
               

             



 

－
 
2
6
6
 
－
 

様 式(２－４) 

 

牧 草 生 育 調 査 記 録 表 

 

               測 定 者            

ほ場番号 面積（ha） 測 定 箇 所 
マメ科根長（ｍｍ） イネ科本数 

播 種 月 日 測 定 月 日 経 過 日 数 備  考 
①  ②  ③  ④  ⑤  平 均 値 本数 平 均 値 

  
      

 
 

     
       

   
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       

  
      

 
 

     
       



 

－
 
2
6
7
 
－
 

様 式(３) 

   出 来 形 管 理 図 

 

 

工 種 名            測 定 者             

  

  

  

 

 

 

 
 

注１．工種名は、土木（盛土）杭工（コンクリート杭）コンクリート擁壁工等と記入する。 ４．月日は当該測点番号の測定月日を記入する。 
２．特性は、基準高出来形管理図表、厚さ出来形管理図表、幅出来形管理図表と記入する。 ５．設計値との差の単位を定め目盛に数値を記入する。 
３．番号は、STAまたはロット番号をあらかじめ定め、起点から終点に向かって順序に記入しておく。 ６．図表には許容範囲の線を朱書で記入する。 

 ７．記事は手直の処置等を記入する。 



 

－
 
2
6
8
 
－
 

様 式(４) 

 

度    数    表 

 

 

工 種 名               測 定 者              

 

      年   月   日現在 

 

度 
 
 
 
 
 
 
 

数
（
回
） 

                                      

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

（－）         設 計 値 と の 差         （＋） 

注：出来形管理で20点以上の場合使用する。 
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品質管理・公式・係数・記号表 
 

公 式 

 

  ｘ－Ｒ管理図          Ｘ－Rs－Rm管理図 

 
 ｘ管理図 Ｒ管理図 

 

C  ｘ管理図 Rs管理図 Rm管理図 
 

C.L. ｘ Ｒ C.L. ｘ Rs Rm 

U.C.L. ｘ＋Ａ２Ｒ Ｄ４Ｒ U.C.L. ｘ＋Ｅ２Rs Ｄ４Rs Ｄ４Rm 

L.C.L. ｘ－Ａ２Ｒ Ｄ３Ｒ L.C.L ｘ－Ｅ２Rs － Ｄ３Rm 

     ｘ－Ｒ管理及びＸ－Rs－Rm管理の管理限界は３δを原則とする。 

 

係 数 

 

 
ｎ Ａ２ Ｄ４ ｄ２ Ｅ２ 

 

２ 1.88 3.27 1.13 2.66 

３ 1.02 2.57 1.69 1.77 

４ 0.73 2.28 2.06 1.46 

５ 0.58 2.11 2.33 1.29 

 

記 号 

ｘ  ：測定値 

ａ,ｂ,：測定値を決めるための個々の 

    測定値 

ｘ  ：Σｘ／ｎ＝（１組の測定値の和） 

    ／（試料の大きさ） 

ｘ  ：Σｘ／ｋ（ｘの和）／（組の和） 

Ｒ  ：範囲＝（ｘの最大値）－（ｘの 

    最小値） 

 

Ｒ：ΣＲ／Ｋ＝（Ｒの和）／（組の数） 

Rs：ΣRs／（Ｋ－１）＝（Rsの和）／｛（ｘ 

  の数）Ｋ－１｝ 

Rs：移動範囲（互いに相隣れる二つの測定値 

  の差の絶対値） 

Rm：測定誤差に関する範囲 

Rm：ΣRm／Ｋ＝（Rmの和）－（組の数） 

C.L. ：管理中心線 

U.C.L.：上方管理限界線 

L.C.L.：下方管理限界線 

 



 

－
 
2
7
0
 
－
 

 

様 式(５) 

Ｘ  管  理  図 

 名    称  
期 間 

自 年   月   日  

品 質 特 性  測 定 単 位  至 年   月   日 

規格 

限界 

最大  試 

料 

大きさ  
測 定 者  

最小  間 隔  

   

  

測    点  

月    日  

記    事  

 
〔注〕１．記事欄には、施工管理基準に定められた事項、異常原因､その他必要事項を記入する。 
   ２．管理図は、仕様書による規格限界線を朱書で記入する。 



 － 271 － 

 

様 式(５－１) 

Ｘ－Ｒ管理データシート 

 

名   称  
期 間 

自 年  月  日 

 
品 質 特 性  測 定 単 位  至 年  月  日 

規 格 

限 界 

最 大  
試料 

大 き さ 
 測 定 者  

最 小  間  隔 
  

 
測点また 

は月日 

試
験 
番
号 

測  定  値 
計 

Σｘ 

平均 

値 

ｘ  

範 囲 Ｒ 項目 Ｘ  Ｒ  

 

ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ４ ｘ５ 

  １         
 

  ２         

  ３         平 均   

  ４         個 数   

  ５         小 計   

           累 計   

  ６         
 

  ７         

  ８         平 均   

  ９         個 数   

  10         小 計   

           累 計   

  11         

 

  12         

  13         

  14         

  15         

  16         

  17         

  18         平 均   

  19         個 数   

  20         小 計   

           累 計   

記 

 

 

事 

 

 

ｎ ｄ２ Ｄ４ 

２ 1.13 3.27 

３ 1.69 2.57 

４ 2.06 2.28 

５ 2.33 2.11 
 
〔注〕１．品質特性、測定単位は、施工管理基準により記入する。 

   ２．規格限界、設計基準値は施工管理基準、設計図書、仕様書に定められた値を記入する。 

   ３．管理限界線の引直しは５＋５＋10＋20＋20方式による。 

〔備考〕    管理限界線計算のための区間を示す。 

        上記の管理限界を適用する区間を示す。 

   ４．21組～40組までは別に新しいデータシートに記入する。以下20組毎に同様とする。 

 



 

－
 
2
7
2
 
－
 

 

様 式(５－２) 

Ｘ  － Ｒ 管 理 図 

 名    称  
期 間 

自 年   月   日  

品 質 特 性  測 定 単 位  至 年   月   日 

規格 

限界 

最大  試 

料 

大きさ 
 測 定 者  

最小  間 隔 

 

 

 

ｘ  

  

 

 

 

Ｒ 

 

組 の 番 号  

記    事  

 

〔注〕１．管理図は様式（５－１） Ｘ －Ｒ管理データ・シートから記入する。 

   ２．記事欄には、異常原因、その他必要事項を記入する。 
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様 式(６－１) 

Ｘ－Ｒｓ－Ｒｍ管理データシート 

 

名   称  
期 間 

自 年  月  日  

品 質 特 性  測 定 単 位  至 年  月  日 

規 格 

限 界 

最 大  
試料 

大 き さ 
 測 定 者  

最 小  間  隔 
 

 
測点また 

は月日 

試
験 
番
号 

測  定  値 
計 

Σｘ 

平均値 

ｘ  

移動範囲 

Ｒｓ 

測定値 

内の範囲 

Ｒｍ 

項目 Ｘ Ｒｓ Ｒｍ 

 

ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ４ ｘ５ 

  １           
 

 

  ２           

  ３          平 均 Ｘ  Ｒ ｓ Ｒ ｍ 

  ４          個 数    

  ５          小 計    

            累 計    

  ６           
 

  ７           

  ８          平 均 Ｘ  Ｒ ｓ Ｒ ｍ 

  ９          個 数    

  10          小 計    

            累 計    

  11           

 

  12           

  13           

  14           

  15           

  16           

  17           

  18          平 均 Ｘ  Ｒ ｓ Ｒ ｍ 

  19          個 数    

  20          小 計    

  Ｕ Ｌ         累 計    

記 

記 

 

事 

 

ｘ：ＵＣＬ＝ Ｘ ＋Ｅ２・ Ｒ ｓ 

  ＬＣＬ＝ Ｘ ―Ｅ２・ Ｒ ｓ 

Ｒｓ：ＵＣＬ＝Ｄ４・ Ｒ ｓ 

Ｒｍ：ＵＣＬ＝Ｄ４・ Ｒ ｍ 

ｎ ｄ２ Ｄ４ Ｅ２  

２ 1.13 3.27 2.66 

３ 1.69 2.57 1.77 

４ 2.06 2.28 1.46 

５ 2.33 2.11 1.29 
      

〔注〕１．品質特性、測定単位は、施工管理基準により記入する。 

   ２．規格限界、設計基準値は施工管理基準、設計図書、仕様書に定められた値を記入する。 

   ３．管理限界線の引直しは５＋３＋５＋７＋10＋10＋10方式による。 

〔備考〕    管理限界線計算のための区間を示す。 

        上記の管理限界を適用する区間を示す。 

   ４．以下最近の20個（平均値Ｘを１個とする）のデータをもちい次の10個に対する管理限界とする。 

 



 

－
 
2
7
4
 
－
 

様 式(６－２) 

Ｘ －Ｒｓ－ Ｒｍ 管 理 図 
 

名     称  
期  間 

自 年   月   日 
 

品  質  特  性  測  定  単  位  至 年   月   日 

規 格 

限 界 

最 大  試 

料 

大きさ 
 測  定  者  

最 小  間 隔 

ｘ 

 

Rs 

Rm 

組 の 番 号  

記    事  

 
〔注〕１．管理図は様式（６－１）Ｘ―Ｒｓ―Ｒｍ管理データ・シートから記入する。 

    ２．記事欄には、異常原因、その他必要事項を記入する。 
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様 式(７) 

土 質 試 験 結 果 一 覧 表 

 工 種 名                  測 定 者            

 試 料 土 №          

試料土の深さ 
地  表  面  か  ら         

基  準  面  か  ら         

試 料 土 採 取 年 月 日         

試 料 土 採 取 時 の 天 候         

土 粒 子 の 密 度         

粒 

 

度 

最 大 径         

2.0㎜ ふるい通過率   ％         

425μm    〃    ％         

 75μm    〃    ％         

テ
ン
シ
イ 

コ
ン
シ
ス 

液 性 限 界  ％         

塑 性 限 界  ％         

塑 性 指 数         

分 

 

類 

統 一 分 類 法         

日 本 統 一 分 類 法         

見 か け         

締
固
め
土 

自
然
土
と 

現 場 含 水 比  ％         

現 場 乾 燥 密 度  ｇ ／ ㎝ 3         

最 適 含 水 比  ％         

最 大 乾 燥 密 度  ｇ ／ ㎝ 3         

（
コ
ー
ン
指
数
） 

円
錐
貫
入
試
験 

地山 （Ｎ＝０）         

室 

 

内 

Ｎ＝20         

Ｎ＝40         

Ｎ＝80         

Ｎ＝120         

ボーリング柱状及び中心線に沿う 

土層断面図 
        

 
 

記  事 
 

 

 

 注）記事欄には試験機関名その他の試験結果等を記入すること。  
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様 式(８) 
 

            土 

          凍上抑制層 

 
 試料採取地名                    

 
 試 料 番 号                    

 
                             測定者                 
 

   試験目的：普通締固め・ＣＢＲ締固め       乾燥処理前含水比：  ％ 乾燥処理前含水比：  ％ 

  試験方法の呼び名：試験方法           試験開始前含水比：  ％ 土粒子の密度：      

  突固め方法：                  試料の使用別：繰返し法・非繰返し法 

  モールド内径：10㎝・15㎝          ㎝     試料の準備法：乾燥法・湿潤法 

  試料許容最大粒径  ㎜        許容最大粒径以上の粗粒分の乾燥質量百分率         ％ 

 

 

 
測 定 番 号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 

乾燥密度 γｄｇ/㎝3         

平均含水比  ｗ ％         

         

 

乾 

燥 
密 
度 

 
γ

ｄ
（
ｇ
／
㎝
） 

 

 
含 水 比 ｗ （％） 

 

 

  備考 ＊その他の突固め方法ｃ：ランマー質量   ㎏、 落下高   ㎝、突固め回数  回／層（層） 

 

     ＊＊湿潤法を用いた場合 

 

 

の突固め試験 

突固め曲線 

最大乾燥密度 γｄ mzx   ｇ/cm3 

最 適 含 水 比 wopt        ％ 
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 様 式(９) 
 
 注 砂 法 現場における土の単位体積質量試験（砂置換法） 報 告 用 紙  

 調査名・調査地点                 試験年月日            
 
 測点番号・深さ：№           （ｍ）  天   候      
 
         所属               試 験 者           

 

試 
 

験 
 

用 
 

砂 
 

の 
 

検 
 

定 

検 定 マ ス の 深 さ Ｈ         

測 定 器 番 号 №        

測定器および投入した砂質量 
（ 一 定 重 量 ） Ｗ１ ｇ 

      

測 定 器 質 量 Ｗ２ 〃       

投 入 砂 質 量 Wa＝Ｗ１－Ｗ２ 〃       

検 定 容 器 お よ び 砂 質 量 Ｗ３ 〃       

検 定 容 器 質 量 Ｗ４ 〃       

検 定 容 器 内 砂 質 量 Wb＝Ｗ３－Ｗ４ 〃       

測 定 器 お よ び 残 砂 質 量 Ｗ５ 〃       

測 定 器 内 残 砂 質 量 Wc＝Ｗ５－Ｗ２ 〃       

検 定 容 器 の 体 積 Vc＝206×Ｈ ㎝3       

試 験 砂 の 単 位 体 積 質 量 γs＝ 
Ｗｂ  

g/㎝3 
      

Ｗｃ  

平 均 値 γs 〃       

ベースフレードおよび漏斗を 
満 た す 砂 質 量 Wf＝Wa－Wb－Wc ｇ 

      

平 均 値 Wf 〃       

 

土
の
単
位
体
積
重
量
測
定 

試 験 孔 番 号 №       

土 質 名       

土 の 最 大 粒 径 Ｄmax ㎝     

容 器 番 号 №      

（ 湿 潤 土 ＋ 容 器 ） の 質 量 Ｗ６ ｇ     

容 器 の 質 量 Ｗ７ 〃     

湿 潤 土 の 質 量 Wd＝Ｗ６－Ｗ７ 〃     

測 定 器 お よ び 投 入 砂 質 量 Ｗ８（Ｗ１） 〃     

測 定 器 お よ び 残 砂 質 量 Ｗ９ 〃     

試験孔にはいった砂の質量 Ｗ10＝Ｗ８－Ｗ９－Wf 〃     

試 験 孔 の 体 積 Ｖ＝Ｗ10／γs ㎝3     

土 の 湿 潤 単 位 体 積 質 量 γt＝Wd／Ｖ g/㎝3     

土 の 乾 燥 単 位 体 積 質 量 γd＝ 
100γt 

 
    

100＋Ｗ 
 
 備 考 

 土 の 最 大 
粒 径 

含水量試験 
試 料 最 小 量 

粒 土 試 験 
最 小 量 

 №     №     №     №      
Wa  Wb   Wa  Wb   Wa  Wb   Wa  Wb   

0.5㎜ 100ｇ 250ｇ Wb  Wc   Wb  Wc   Wb  Wc   Wb  Wc   

1.25 200 625 Ww  Ws   Ww  Ws   Ww  Ws   Ww  Ws   

2.5 500 2,000 ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ 

5.0 1,000 4,000 №     №     №     №      
 Wa  Wb   Wa  Wb   Wa  Wb   Wa  Wb   

Wb  Wc   Wb  Wc   Wb  Wc   Wb  Wc   

Ww  Ws   Ww  Ws   Ww  Ws   Ww  Ws   

ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ ｗ＝  ％ 
平均含水比 
Ｗ＝ ％ 

平均含水比 
Ｗ＝ ％ 

平均含水比 
Ｗ＝ ％ 

平均含水比 
Ｗ＝ ％ 

  



 

－
 
2
7
8
 
－
 

様 式(10) 
 

盛 土 締 固 め 総 括 表 
 

盛土材料採取地点 
自 然 
含水比 

最 適 
含水比 

最  大 
乾燥密度 

盛土地点 
締め固め時
の含水比 

現場密度 
現 場 
飽和度 

摘      要 
現場密度 

締 め 固 
め 度 ％ 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

  



 

－
 
2
7
9
 
－
 

様式（11）

現場密度および締め固め時の含水比較試験取りまとめ図（取りまとめ例）

現場密度 締め固め時の含水比

20 20

15 15
回 回

数 数
10 10

5 5

0 0
90 95 100 10 15 20 25

現場締め固め度（％） ○　月　含　水　比（％）

（記入要領）含水比の図は1ヶ月毎に取りまとめ記入する。

 
 

 

 



 

－
 
2
8
0
 
－
 

様 式（12） 
 

                凍上抑制層 

                路 盤 工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             
 

 注）イ 産地及び材料ごとに記入すること。   ロ 仕様書の粒度範囲も記入すること。   ハ 記事欄には試験機機関名その他の結果を記入すること。 

材料試験成績一覧表 
材料名 産 地 納入会社 

   

 

 

 

 

 

記   事 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

通

過

質

量

百

分

率

（

％

） 

75μm         600μm      2.36㎜  4.75  13.2    26.5 31.5 37.5  53   90 

ふ  る  い  の  寸  法 

凍上抑制層材料 
（火山灰） 

75μm通過量 （％） 

強 熱 減 量 （％） 

凍 上 率 （％） 

凍 結 様 式  

 

下層路盤材料 
（切込砂利・切込砕石） 

修 正 C B R （％） 

す り へ り 量 （％） 

安 定 性 （％） 

7 5μm通過量 （％） 

 

加熱アスファルト安定処理材料 
（切込砂利・切込砕石） 

比 重  

す り へ り 量 （％） 

安 定 性 （％） 

 

（砂） 

75μm通過量 （％） 

（切込砂利・切込砕石） 

75μm通過量 （％） 

 

粒          度 

ふるい目 

呼び名 

ふるい通過質量百分率（％） 

53㎜ 37.5㎜ 13.2㎜ 2.36㎜ 600μm 

      

 

粒          度 

ふるい目 

呼び名 

ふるい通過質量百分率（％） 

37.5㎜ 31.5㎜ 26.5㎜ 13.2㎜ 2.36mm 75μm 

       

 
粒          度 

ふるい目 

呼び名 

ふるい通過質量百分率（％） 

90㎜ 53㎜ 37.5㎜ 4.75㎜ 

     

 

  75μm通過量－4.75㎜以下の質量に対する 

          75μm以下の質量の割合 



 

－
 
2
8
1
 
－
 

様 式（13） 
 

              凍上抑制層 

              下層路盤工 
 
 

工  事  名                                            請 負 会 社 名                

 

材  料  名                                            測  定  者               

 

 

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

 

 

 注） 仕様書の粒度範囲を記入すること。 

材料のふるい分け試験一覧表 

記 

  

事 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

 

通

過

質

量

百

分

率

（

％

） 

  

75μm         600μm      2.36㎜  4.75  13.2    26.5 31.5 37.5  53   90 

ふ  る  い  の  寸  法 
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様 式（14） 

 

 

路盤材料の突固め及び修正 CBR試験成績表 
 

測定者           

材料名 産 地 納入会社 

   

 

乾燥密度・含水比・ＣＢＲ関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最適含水比（％） 5.6 

最大乾燥密度（ｇ／cm3） 2.27 

締固め度（％） 95 

修正 CBR（％） 66 

   

記事 

試 験 目 的：CBR締固め 

試験方法の呼び名：試験方法アスファルト舗装要綱 

突 固 め 方 法：第２法 試料の使用別：非繰返し法 

モ ー ル ﾄ ﾞ内 容：15cm 試料の準備法：乾燥法 

試験許容最大粒径：38.1㎜ 

 

測定番号 1 2 3 4 5 6   

乾燥密度γdg／cm3 2.17 2.21 2.25 2.27 2.25 2.23   

平均含水比ω％ 3.2 4.0 4.7 6.0 6.6 7.4   

   

（注）記事欄には試験機関名その他を記入すること。 

2.30 

2.25 

2.20 

2.15 

2.10 

最大乾燥密度 
92回 

17回 

42回 

修正 CBR 

所要の締固め度に 

対応する乾燥密度 
最

適

含

水

比 

乾

燥

密

度 

(ｇ／cm3） 

3  4  5   6  7  8  0       50       100 

 
含水比（％） ＣＢＲ（％） 
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様 式(15) 

路盤材締固め度測定総括表 

 

種別                       測定者              

 

月   日 測点及び位置 
（基準値） 

最大乾燥密度 

現 場 密 度 
摘   要 

現場密度 締固め度％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．各測定値を本表で取りまとめる。 
２．再試験を行った場合等は摘要欄にその旨を記述のこと。 
 

 



 

－
 
2
8
4
 
－
 

 様 式(16) 
 

              基 層 

              表 層 

 

材 料 名 産   地 納入会社 測 定 者             

    

 

 

 

 

 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 
 

 

注）イ．産地及び材料ごとに記入すること。 ロ．記事欄には試験機関名その他の試験結果を記入する。 

工の骨材試験成績一覧表 

75μm  150   300   600   1.18mm  2.36㎜ 4.75  13.2   19  31.5 37.5 

ふ  る  い  の  寸  法 

通

過

質

量

百

分

率

（

％

）

 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

アスファルト舗装用材料 

砕石・砂利 

粗骨材 

比   重  

吸 水 量 （％） 

すりへり量 （％） 

安 定 性 （％） 

 

 

細骨材 

比   重  

吸 水 量 （％） 

安 定 性 （％） 

 

 

記 事 

 



 

－
 
2
8
5
 
－
 

様 式(17) 

 

 
ふるい分け試験取りまとめ図（記載例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（記入要領）各工種ごとに作成すること。 

（混合物名）             
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様 式(18) 
 

アスファルト混合物の温度測定結果一覧表 

 

 工 種 名                     測定者             

 

測定月日 

アスファルト 
混 合 物 敷ならし時 温度管理図℃  

(温度℃) (温度℃) 

1
8
0 

1
7
0 

1
6
0 

1
5
0 

1
4
0 

1
3
0 

1
2
0 摘 要 

最高 最低 最高 最低 

       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

 

 

注）イ．当日の最低、最高値をプロットする。 

ロ．記事欄には最適混合温度、異常原因その他必要事項を記入のこと。 

記 
 

事 
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様 式(19) 

 

アスファルト混合物の密度試験結果一覧表 

 

 工 種 名                      測定者            

 

測定位置 
密度 

(ｇ／cm3) 

締固め度 

（％） 
締固め度管理図（％） 摘 要 

   
 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

〔基  準〕 仕様書の合格判定値          基準密度 

〔測定結果〕 測定数        測定値の範囲   平均値 

       合格判定値との対比 

 

  

記 
 

 

事 
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様 式(20) 
 

計 量 自 記 記 録 合 格 判 定 値 

 

 

 １．プ  ラ ン  ト                     
 

 ２．合 材 の 種 類    細 粒 ギ ャ ッ プ・ア ス コ ン  
 

 ３．１バッチ当計量値           800 ㎏      
 

 ４．適  用 粒  度         １・②         

 

 

 

 

 ※ 実施配合比及び配合値 
 

骨材累計最終ビン 2.5㎜直近ホットビン 石   粉 アスファルト 

81.7％ 38.4％ 11.5％ 6.8％ 

653.6㎏ 307.2㎏ 92.0㎏ 54.4㎏ 

 
 

 

 ※ 合格判定値 Ⅰ、Ⅱ 

項 目 判 定 項 目 合格判定値Ⅰ（㎏） 合格判定値Ⅱ（％） 

粒  度 

骨材累積最終ビン 
653.6   （±39.2） 

 
614.4～692.8 

2.5㎜直近ホットビン 
307.2   （±48.9） 53.0      （±11.0） 

258.3～356.1 42.0～64.0 

石  粉 石  粉 

92.0    （+19.9） 

      （-13.8） 

11.5   （+3.4） 

        (-2.3） 

78.2～111.9 9.2～14.9 

アスファルト ア ス フ ァ ル ト 
54.4       （±3.5） 6.8       （±0.8） 

50.9～57.9 6.0～7.6 

                       上段・実施配合値（比）及び許容範囲 

                       下段・計量値（比）許容範囲 
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様 式(21) 
 

計 量 自 記 記 録 判 定 成 果 

 

 

 １．合 材 の 種 類    細 粒 ギ ャ ッ プ・ア ス コ ン     №        
 

 ２．施 工 年 月 日                               
 

 ３．記 録 バ ッ チ 数  589  無効バッチ数  4    有効バッチ数   585  
 

 ４．合 材 出 荷 ｔ 数  467.835                         

 

 

 ※各グループ別成果（第１次合格判定） 

グ
ル
ー
プ
№ 

有 効 

バッチ数 

範囲にはずれる個数 

備    考 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

骨材累積 

最終ビン 

2.5㎜直近 

ホットビン 
石 粉 

アスファ

ルト 

１ １～100 0 0 0 0  

２ 101～200 0 0 1 0  

３ 201～300 0 2 4 1  

４ 301～400 0 0 1 0  

５ 401～500 0 2 6 1 
不合格  ２次合格判定 
舗設測定 000～000 

６ 501～600 0 0 0 0  

７ 601～700      

８ 701～800      

 

 ※第２次合格判定 

   グループ №5のＣ・・・・・407，408，452，466，489，494     

     

     

     

 

 

 



 

－
 
2
9
0
 
－
 

様 式(22) 

ア ス フ ァ ル ト 合 材 の 性 質 計 算  

合材種類 
Ｆ／Ａ 試験温度 

℃ 

工 種 名 試験月日     年  月  日 

担当者 Ｇ／Ｓ 配 合 の 記 事 

供試体 
番 号 
№ 

Ａ・Ｃ 

％ 

厚さ 

（㎝） 

重 量 容 種 

㏄ 

比 重 容 積 

％ 

空 隙 ％ 骨材の 

（VMA） 

相関 

比率 

安定度（㎏） フロー値1／100 

空中 水中 実際 理論 全混合 充 満 
ケージ 
のよみ 判定値 測 定 値 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ 

     Ｄ２－Ｅ   
Ｂ×Ｃ 
Asの比重 

100-100 ×100 Ｉ＋Ｊ     

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

 

Ｄ１：乾燥空中重量  Ｄ２：水中重量測定後表面をぬぐったときの空中重量 

  Ｉ 
Ｉ+Ｊ 

Ｇ 
Ｈ 

Ｄ１ 
Ｆ 

Ｄ１ 
Ｄ２ 



 

－
 
2
9
1
 
－
 

様 式(23) 

ア ス フ ァ ル ト 合 材 舗 設 実 績 表 

  工   種                                              工 事 名                            

月 

 

 

日 

測   点 

延 

 

 

長 

巾 

 

 

員 

 

舗装面積 合 材 屯 数 ア ス フ ァ ル ト 石       粉 

設計 実際 積算合材 実際 差 積 算 量 実際 差 積 算 量 実際 差 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ 

  Ａｘ Ｂｘ  Ｃ－Ｅ Ｄ－Ｅ Ｃｘ Ｄｘ Ｅｘ  Ｈ－Ｋ Ｉ－Ｋ Ｊ－Ｋ Ｃｘ Ｄｘ   Ｏ－Ｒ Ｐ－Ｒ Ｑ－Ｒ 

    

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

日計                      

累計                      

       摘     要    （注）１．実際面積の巾員は50Ｍ毎の平均値とする。 

                     ２．設計面積の巾員は設計値とする。 
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(②－①２／③）／(③－1) 

様 式（24） 

 
舗装路面の平坦性測定 

試験 
 

報告 

 

用紙 

調査・工事名   測定年月日    年  月  日  

測定開始点   測定機の種類  □ ３ｍﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ  

測定終了点     □ ３ｍ直線定規  

測定距離   測定者    

シート番号       

       

No. ｄ No. ｄ No. ｄ No. ｄ No. ｄ 

1  21  41  61  81  

2  22  42  62  82  

3  23  43  63  83  

4  24  44  64  84  

5  25  45  65  85  

6  26  46  66  86  

7  27  47  67  87  

8  28  48  68  88  

9  29  49  69  89  

10  30  50  70  90  

11  31  51  71  91  

12  32  52  72  92  

13  33  53  73  93  

14  34  54  74  94  

15  35  55  75  95  

16  36  56  76  96  

17  37  57  77  97  

18  38  58  78  98  

19  39  59  79  99  

20  40  60  80  100  

① Σｄ （mm） ＊ ② Σｄ２ （mm2） ＊ 

③ データ数 ＊ 標準偏差             （㎜） ＊ 

備考 

 

 

 

 

 

 

注）＊印の欄は、最後のデータシートのみ記述する。 

 



 

－
 
2
9
3
 
－
 

様 式（24－１） 

区画線出来形測定結果表（１） 

 項 目                                    測定者                  
 

路線名 測定箇所 
   

監督員記事 
設計値 測定値 差 設計値 測定値 差 設計値 測定値 差 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

計            

平 均            

記 

 

事 

  単位㎝ 

 

      規格値  ＋2.0㎝  －0.5㎝ 



 

－
 
2
9
4
 
－
 

様 式（24－２） 

区画線出来形測定結果表（２） 

 項 目                                    測定者                  
 

路線名 測定箇所 

設計値(A) 測定値 差 

監督員記事 塗 布 長 ℓ １ ℓ ２ ℓ ３ 計 平均(B) (A)-(B) 

破線間隔 ℓ'１ ℓ'２ ℓ'３ 計 平均(B') (A')-(B') 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

計          

平 均          

記 

 

事 

  単位㎝ 

 

      規格値 中央線破線    塗布長 ±20  破線間隔 ±20（平均値 B ≧0） 

          卓線境界線    塗布長 ±20  破線間隔 ±20（平均値 B'≦0） 

 



 

－
 
2
9
5
 
－
 

様 式（24－３） 

路面標示出来形測定結果表 

 項 目                                    測定者                  
 

路線名 測定箇所 
区 分 ℓまたはＷ１ ＷまたはＷ２ 

監督員記事 
横断歩道 文 字 記 号 設計値 測定値 差 設計値 測定値 差 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

計            

平 均            

記 

 

事 

  単位㎝ 

      規格値   横断歩道   ℓ （長さ）－10、Ｗ （幅）＋1、－0.5 

            文字記号  Ｗ１（幅） ± 5、Ｗ２（幅）±5 

 


